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1.  平成21年12月期第2四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第2四半期 3,420 △10.4 167 19.5 156 34.7 2 ―
20年12月期第2四半期 3,816 1.8 140 △29.7 116 △37.1 △11 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

21年12月期第2四半期 49.43 48.85
20年12月期第2四半期 △199.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第2四半期 7,365 1,851 25.1 33,610.44
20年12月期 8,398 1,992 22.7 34,406.43

（参考） 自己資本  21年12月期第2四半期  1,851百万円 20年12月期  1,907百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― ― ― 900.00 900.00
21年12月期 ― ―
21年12月期 
（予想） ― 900.00 900.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,000 △8.4 380 21.2 320 29.1 100 66.2 1,812.88
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、６ページ［定性的・財務諸表等］４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、６ページ［定性的・財務諸表等］４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成21年２月20日に公表しております第２四半期累計期間の連結・個別業績予想は、平成21年８月４日に公表いたしました「特別損失の発生ならびに
平成21年第２四半期累計期間（連結・個別）の業績予想の修正に関するお知らせ」にて修正しております。なお、通期の連結・個別業績予想につきまして
は、修正はございません。 
２．上記予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等によ
り、予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する[定性的情報・財務情報等]「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第2四半期 56,440株 20年12月期 56,440株
② 期末自己株式数 21年12月期第2四半期 1,352株 20年12月期 991株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第2四半期 55,234株 20年12月期第2四半期 55,852株
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平成21年12月期の個別業績予想（平成21年１月１日～平成21年12月31日） 
                                         （％表示は対前期増減率） 

（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無  
  

（参考）個別業績予想

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通   期 2,500 (1.7) 290 (25.9) 230 (53.8) 90 (490.2) 1,631 59 
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当第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日～平成21年６月30日）におきましては、昨年来の景気悪化が契機と
なり、手頃な価格でより良い製品やサービスなどを求める消費者の志向が定着しました。 
一般消費者を顧客とする当社グループのチェーン美容室におきましても、このような消費動向を意識し、昨年下半

期よりリーズナブルな価格を示すことで入客数増加への取り組みを行った結果、着実にその効果が現れてきておりま

す。 
当社子会社の中核である株式会社アッシュ（以下、Ａｓｈ）と株式会社ニューヨーク・ニューヨーク（以下、ＮＹ

ＮＹ）両チェーンにおいて、１月から６月のチェーン全店売上高の合計は5,419百万円（前年同期比100.6％）でありま
した。また、両チェーンの１月から６月の入客数は722千人（前年同期比104.6％）となりました。 
客単価は、値ごろ感のあるセット価格等を設定したことから7.5千円と前年同期比で3.8％低下いたしましたが、入

客数増加と店舗増（前年同期と比較し４店舗の増加）により、チェーン全店売上高は上述のように前年同期を上回る結

果となりました。 
株式会社スタイルデザイナー（以下、ＳＤ）におきましては、昨年着手いたしました、新ブランドによる小規模美

容室のフランチャイズ（以下、ＦＣ）展開が、当第２四半期連結会計期間末における店舗数が６店となり、チェーン展

開が順調に推移しております。なお、当第２四半期連結累計期間中の新規のＦＣ加盟契約は５店舗であり、内２店舗に

ついては第３四半期連結会計期間中の開店を予定しております。 
 当社は、平成20年７月より「理美容事業への注力」という中期経営方針を掲げ、本業である理美容事業の基盤強化と
なる各種施策を当社グループで展開しており、引き続きリーズナブルな価格で顧客満足度の高いサービスを展開してま

いります。 
当第２四半期連結会計期間末における当社グループの店舗数は226店舗（Ａｓｈ90店舗、ＮＹＮＹ25店舗、ＳＤ109

店舗、株式会社ＡＭＧ１店舗、株式会社エッセンシュアルズジャパン１店舗）となりました。 
 また、個店強化策として直営店からＦＣ店への転換を着実に進めております。当第２四半期連結累計期間にはＡｓｈ
ブランドにおいて５店舗、ＮＹＮＹブランドにおいて２店舗の暖簾分けによるＦＣ契約を締結いたしました。 
 その結果、当社グループ全体のＦＣ店舗は201店舗（Ａｓｈ86店、ＮＹＮＹ６店、ＳＤ109店）となっております。 
以上の結果、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は3,420百万円（前年同期比89.6％）、営業利益は167

百万円（同119.5％）、経常利益は156百万円（同134.7％）となりました。 
一方、不採算店舗の設備について減損損失49百万円を計上した結果、特別損失が80百万円となり、四半期純利益は2

百万円（前年同期は11百万円の四半期純損失）となりました。 
 （注）前年同期比較は参考値であります。  

  

(1) 財政状態の分析 
（資産） 
 流動資産は、前連結会計年度末に比べて、785百万円減少して2,566百万円となりました。これは主として、現預金の
減少676百万円、売掛金の減少94百万円によるものであります。 
 固定資産は、前連結会計年度末に比べて、247百万円減少して4,799百万円となりました。これは主として、有形固定
資産の減少238百万円によるものであります。 
 この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、1,032百万円減少して、7,365百万円となりました。 
（負債）  
 流動負債は、前連結会計年度末に比べて、297百万円減少して2,499百万円となりました。これは主として、未払金の
減少292百万円によるものであります。 
 固定負債は、前連結会計年度末に比べて、594百万円減少して3,015百万円となりました。これは主として、長期借入
金の減少481百万円、長期未払金の減少50百万円、社債の減少40百万円によるものであります。 
 この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、892百万円減少して5,514百万円となりました。  
（純資産）  
 純資産は、前連結会計年度末に比べて、140百万円減少して1,851百万円となりました。 
 これは主として、少数株主持分の減少84百万円、配当金49百万円を計上したことによる利益剰余金の減少47百万円に
よるものであります。  
 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の22.7％から25.1％となりました。 
  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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（2）キャッシュ・フローの状況  
 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ706
百万円減少し、1,289百万円となりました。 

  
 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は213百万円でした。 
   これは主に、税金等調整前四半期純利益81百万円、減価償却費288百万円によるものです。 
  
 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果支出した資金は269百万円となりました。 
   これは主に、有形固定資産の取得による支出112百万円、子会社株式の取得による支出150百万円によるものです。 
  
 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 
  財務活動の結果支出した資金は651百万円となりました。 

 これは主に、長期借入金の返済による支出483百万円、社債の償還による支出40百万円、割賦債務の返済による支出
69百万円、配当金の支払額49百万円によるものです。 
  

 第２四半期累計期間において減損損失、除却損等の特別損失を計上したことにより、平成21年２月20日に公表いた
しました業績予想につきまして、平成21年12月期第２四半期累計期間（平成21年１月１日～平成21年６月30日）の連
結・個別業績予想を修正いたしました。なお、通期の連結・個別業績予想につきましては、修正はございません。 
 修正の内容ならびに修正の理由につきましては、平成21年８月４日に別途公表しております「特別損失の発生なら
びに平成21年12月期第２四半期累計期間（連結・個別）の業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
  

３．連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  
  

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 
      当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め 

    られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 
  
    ２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

      繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降経営環境等及び一時差異等の発生状 
    況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ 
    ランニングを利用する方法によっております。  
  
    ３．固定資産の減価償却費の算定方法 
     減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価 
    償却費の額を期間按分して算定しております。  

  
４．退職給付引当金の算定方法 
  従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額に基づき、年間予定額 
 を期間按分して算定しております。  

  

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表 
 に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連 
  結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
  
２．「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準９号平成18年７月５日）を第１四半期連結会計期間 
  から適用し、評価基準については、月次総平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方 
 法）により算定しております。 
  これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。  

  
３．所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っておりましたが「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日、平成19年３
月30日最終改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成
６年１月18日、平成19年３月30日最終改正））が 平成20年４月１日以後開始する連結会計年度から適用され
ることに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を早期に適用し、通常の売買取引に係る会

計処理によっております。 
  また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期
間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 
 なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に
ついては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しております。 
 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。  
  

４．その他
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)  

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日)  

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 1, 430, 302 2, 106, 807
売掛金 357, 865 452, 091
商品 18, 545 27, 855
貯蔵品 23, 666 24, 489
その他 737, 396 741, 400
貸倒引当金 △928 △298

流動資産合計 2, 566, 847 3, 352, 345

固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物 4, 631, 817 4, 698, 561
減価償却累計額及び減損損失累計額 △2, 607, 903 △2, 440, 732

建物及び構築物（純額） 2, 023, 913 2, 257, 829

機械装置及び運搬具 9, 575 9, 575
減価償却累計額及び減損損失累計額 △6, 244 △5, 462

機械装置及び運搬具（純額） 3, 330 4, 112

工具、器具及び備品 507, 772 494, 626
減価償却累計額及び減損損失累計額 △365, 029 △347, 766

工具、器具及び備品（純額） 142, 742 146, 859

土地 134, 200 134, 321

有形固定資産合計 2, 304, 187 2, 543, 123

無形固定資産   
のれん 487, 021 467, 217
その他 64, 773 46, 383

無形固定資産合計 551, 794 513, 601

投資その他の資産   
敷金及び保証金 1, 579, 373 1, 572, 285
その他 388, 988 442, 762
貸倒引当金 △25, 313 △25, 403

投資その他の資産合計 1, 943, 049 1, 989, 644

固定資産合計 4, 799, 031 5, 046, 369

資産合計 7, 365, 879 8, 398, 714
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)  

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日)  

負債の部   
流動負債   
買掛金 117, 735 170, 083
1年内返済予定の長期借入金 963, 608 964, 888
1年内償還予定の社債 80, 000 80, 000
未払金 1, 137, 412 1, 430, 239
未払法人税等 67, 152 30, 181
その他 133, 288 121, 649

流動負債合計 2, 499, 196 2, 797, 042

固定負債   
社債 280, 000 320, 000
長期借入金 2, 194, 894 2, 676, 698
退職給付引当金 15, 469 14, 567
その他 524, 786 598, 187

固定負債合計 3, 015, 150 3, 609, 452

負債合計 5, 514, 347 6, 406, 494

純資産の部   
株主資本   
資本金 324, 360 324, 360
資本剰余金 860, 292 860, 292
利益剰余金 702, 085 749, 259
自己株式 △35, 146 △26, 036

株主資本合計 1, 851, 591 1, 907, 875

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 △59 △72

評価・換算差額等合計 △59 △72

少数株主持分 － 84, 417

純資産合計 1, 851, 531 1, 992, 219

負債純資産合計 7, 365, 879 8, 398, 714
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日)  

売上高 3, 420, 943
売上原価 2, 509, 809

売上総利益 911, 134

販売費及び一般管理費 743, 318

営業利益 167, 815

営業外収益  
受取利息 4, 522
受取手数料 3, 520
為替差益 6, 239
その他 12, 184

営業外収益合計 26, 466

営業外費用  
支払利息 29, 293
その他 8, 612

営業外費用合計 37, 906

経常利益 156, 376

特別利益  
貸倒引当金戻入額 1, 241
前期損益修正益 4, 198
その他 396

特別利益合計 5, 836

特別損失  
前期損益修正損 4, 572
固定資産売却損 1, 511
減損損失 49, 724
その他 24, 799

特別損失合計 80, 607

税金等調整前四半期純利益 81, 605

法人税、住民税及び事業税 81, 247
法人税等調整額 △14, 573

法人税等合計 66, 673

少数株主利益 12, 201

四半期純利益 2, 730
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日)  

売上高 1, 734, 446
売上原価 1, 245, 861

売上総利益 488, 584

販売費及び一般管理費 379, 291

営業利益 109, 292

営業外収益  
受取利息 1, 964
受取手数料 1, 096
為替差益 4, 452
その他 8, 895

営業外収益合計 16, 408

営業外費用  
支払利息 13, 776
その他 5, 979

営業外費用合計 19, 755

経常利益 105, 945

特別利益  
貸倒引当金戻入額 824
前期損益修正益 3, 659
その他 273

特別利益合計 4, 758

特別損失  
前期損益修正損 442
減損損失 40, 758
その他 22, 003

特別損失合計 63, 205

税金等調整前四半期純利益 47, 498

法人税、住民税及び事業税 36, 371
法人税等調整額 △11, 156

法人税等合計 25, 214

四半期純利益 22, 283
















